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れ内への注入方法について検討し，両者を同じ試験体に注入する Idouble injection techniqueJ を新
たに開発している。
第 3 章では，はりのタイプ(鉄筋コンクリ一ト，プレストレスト鉄筋コンクリート，プレストレスト
コンクリート) ，鉄筋の種類(丸鋼，異形鉄筋) ，鉄筋の応力， PC鋼材の種類，荷重の性質(単調，
























(4) P C 鋼材をとり囲むグラウト部のひびわれ状況およびその幅を明らかにしている。
(5) 鋼材の腐食に直接関係しているコンクリートと鉄筋，コンクリートとシースおよびグラウトと PC
鋼材との聞のはだ離れ現象を調べ，その発生機構について考察するとともに，はだ離れの程度は現行
の諸規定において制御対象となっているコンクリート表面でのひびわれ幅と密接な関係がある乙とを
明らかにしている。
以上のように，本論文は，コンクリート構造部材内部のひびわれ状況を明らかにし，この種の構造の
耐久性に大きく関連する鋼材とコンクリート聞の付着の問題および耐久性設計に対して極めて有用な知
見を提供したもので，建築工学に貢献すると乙ろ多大である D
よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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